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仙台市立栗生小学校長 熊谷 礼子

＜平成 30 年度 協働型学校評価の重点目標＞ 

○進んでだれにでも挨拶できる子 

○自分の思いや考えを分かりやすく表現する子 
 
金木犀の香りに，秋の実りを感じる季節になりました。保護者の皆様には日頃から本校の

教育活動にご理解ご協力をいただき感謝申し上げます。とりわけ，朝のお忙しい時間帯に児

童の交通安全指導を行っていただき，おかげさまで大きな交通事故もなく 1 学期を終える

ことができました。 
 

また，ＰＴＡ活動に加え，学校支援地域本部，くりの実サポーターズの皆様を中心に，小

１生活・学習サポーター，ミシンボランティア，校外学習の見守り，そして先日は 6 年生の

ステューデントシティーのボランティアなど，栗生小の子供たちや職員のために様々な場面

でご協力をいただき，教職員一同感謝するとともに大変心強く思っております。 
 

未曽有の悲劇をもたらした東日本大震災から 7 年が経過し風化が懸念される中，今年の

夏も市内の小中学生が協力し，「ふるさと復興プロジェクト」が行われました。仙台七夕で

にぎわうアーケードには各校の折鶴が飾られ，子供たちの復興に寄せる思いや願いを垣間見

ることができました。震災を風化させない取組を継続していくことが，被災地仙台に勤務す

る我々に課せられた使命であるということを，改めて認識しております。 
  

さて，先日，地区委員の方と職員が学区内を巡視し危険箇所を確認しました。その内容を

反映させた栗生地区の安全・安心マップを後日ＰＴＡからお渡しいたしますので，お子様と

危険箇所について確認していただき，子供だけでは行かないよう注意を促していただきたい

と思います。 
 
2001 年，大阪の池田小学校で低学年の児童 8 名が，敷地内に侵入してきた不審者によっ

て尊い命を奪われました。栗生小でも改めて，門扉の常時閉鎖や児童昇降口，職員玄関の施

錠など児童の安全を確保するために再度，不審者対策について強化しています。保護者の皆

様にはご不便をお掛けいたしますが，子供たちの安心・安全の対策にご理解いただきますよ

うお願いいたします。また，児童の登下校時等，学校周辺での徐行運転をお願いします。児

童の突発的な動きや飛び出し等もあります。学校周辺や通学路での安全確認を再度お願いい

たします。 
 
 

 

 

 

 

  

 

＜ め ざ す 児 童 像 ＞ 

心身共に健康で向上心を持ち， 

たくましく生きる力を持つ児童の育成 
「豊かな心」「学力の向上」「健康な体」 
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今年度より，新学習指導要領に基づく移行措置が始まりました。改訂の趣旨を踏まえ，「主

体的，対話的で深い学び」を追求する授業改善や「考え，議論する道徳」への転換。そして

道徳の授業も教科となることから評価も行います。また 3 年生から外国語活動の授業も始

まりました。一方で，学校では教職員の校務や組織運営体制を見直し，子供と向き合う時間

を確保しつつ，いかに教育の質を維持するかということが課題となっております。さらに，

仙台市において喫緊の課題となっている「いじめ防止・不登校対策」を栗生小においても優

先課題とし，子供の不安や変化を見逃さないよう学校独自のアンケートも行いながら，地道

な取組を行っています。子供たちの発するＳＯＳを敏感に受け止め，ご家庭や地域と協力し

ながら一人一人に寄り添った支援を行います。お子様のことで気掛かりなことや悩んでいる

こと等がございましたら，どんな小さなことでも構いませんので学校までご相談ください。 
 
先日，すべての学級でいじめについての話合いを

行いました。いじめという言葉から連想される言葉

やイメージを書き出し，解決するためにはどうすれ

ばいいかを考えました。その後，各学級の決定事項

を代表委員会に持ち寄り，子供たちが中心となって

スローガンにもあるような「笑顔ですごせる，ハッ

ピ―な学校！」を目指し，学級・学年を越えて話合

いをしました。 
 

昨年度もお話させていただいたとおり，「そんな小さなことで，わざわざ」と思われるか

もしれませんが，いじめにつながるトラブルにつきましては，ご家庭に連絡させていただき

ます。ささいなことと思われるかもしれませんが，

その小さなことが当事者にとっては大きな心の傷と

なる場合があります。 
受け止める側がどのように感じるかということが

重要です。「このぐらいならいじめに当たらない」と

いうやる側の認識はその考え方を改めなければなり

ません。繰り返し，繰り返し，子供たちには伝えて

いきますが，保護者の皆様にもご理解いただき，ご

家庭と学校との強力な連携の下，指導に当たってい

きたいと考えます。 
 
過日行われました仙台市標準学力検査の生活・学習状況調査によると，本校の児童も自己

肯定感の低い子供の割合が高い傾向にありました。学校では，子供のできたところ，頑張ろ

うとしている姿を適時見取って，結果ではなく，やり遂げようと努力している過程を温かく

見守り励ましていきたいと考えています。 
保護者の皆様にも引き続き，子供たちのできたところを大いに褒めていただき，課題につ

いても温かく見守りながら，次の意欲につながるよう励ましていただければと思います。よ

ろしくお願いいたします。 
 
秋休み明けは学習発表会に向けて練習が本格化します。栗生小の子供たちが，様々な教育

活動を通し仲間と切磋琢磨し大きく成長できるようにと願っています。そして，相手を認め

ながらも，自分の思いや考えを分かりやすく発信できるよう，2 学期も教職員一同子供たち

を支援して参ります。 
保護者の皆様，地域の皆様，今後ともよろしくお願いいたします。 


